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Established technique for safe production with development

habit of Cattleya allians.
() Growth and Flowering habit of Cattleya allians.

Emi Kuvenn  Nagatoshi Minecisur

Akio Y AMANAKA

Summary

Flower differentiation of Caitleya allians was investegated with the psuedo of 3, 6, 12
and 24cm length in three time, May 13, Nov. 11, 1987. and Jan. 8, 1988.

Flower bud formation was confirmed in shoot length over 6cm and sheath-leaf of over 7

sheet. It was irrespective of cultivated varieties and season.

/Bull. Tochigi Agr.
Exp. Stn. No.36 : 123~127 (1989)
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栃木農試研報　No．36：123〜127（1989）

力トレア類の発育習性解明による生産安定技術の確立

　　　　　　第3報　力トレア類の生長と分化

久地井恵美・峯岸長利・山中昭雄

　　　　　　1　緒言

　洋ラン類ではカトレアの原種における開花習

性については，Rotor61Post51が，Brassavola

giaucaの開花習性については富士原Dが，報告

している．

　しかしながら，これらのことは交配種では明

らかにされていていため，開花習性があいまし

なまま，生産に供されていのが現状である．従

って，管理の不敵切が原因と思われるブライン

ドやブラスチングによく開花率及び品質の低下

がみられ．また，シュートの整理に際しても花

芽分化の時期が明らかにされていないため，生

産者は個々の経験に頼ることが多く，この点に

おいても生産不安定の要因となっている．

　そこで本報では，本県で栽培されている主な

品種を解剖学的見地と外観的な見地からシュー

トの形態と花芽の分化及びそのステージの関係

について検討し，その習性を明らかにしたので

報告する．

　　　　　　皿　材料及び方法

　供試品種については開花特性を異にする，1

グループ（L6．加麗F伽惚y，捌6．河脚Wα肱s％塵），

2グループ（B6．ル勉襯．飽1伽B名伽n），3グルー

プ（Po’．L餓伽丁耀，L．P排餌γ伽）を栃木農試，

U洋ラン園のガラス温室で，かん水3回の内1

回は液肥管理の慣行栽培した．室温は最低19±

1℃，最高23℃，高温期は天窓，側窓全開の自

然換気状態で管理し，5月から10月は寒冷紗＃

610により57％の遮光とした．供試株は4号素

焼き鉢，ミズゴケ植えのメリクロン苗4年生で

花熟工一ジのシュートが葉身長：バルブ長比3

〜2に達し生殖生長相にある開花株を用いた．

　1シュートのステージと花芽の分化

　1987年5月13日，11月11日および1988年1月

8日に，それぞれ3，6，12，24，cmの長さに

達しているシュートを採取して，外観及び顕微

鏡下でシュート長と鞘葉数の関係及び花芽分化

を観察した．

　2　花芽の調査

花芽分化発達ステージの分類については顕微鏡

下で観察した．なお，花芽の分化と発達過程に

ついては森下の加顔α伽6召ρsの発達過程に準じ，

第1図に示した．

　　　　　　皿　結　果

　1　劫．∫γ6”6F∫概6y；5月13日は長さ3cm

のシュートは，鞘葉数4枚で花芽は分化に至っ

ていなかった．長さ6cmのシュートは鞘葉数7

枚で花芽原基形成期に至っていた．何れのシュ

ートも完成期は8〜9月で，開花期は翌年の4

〜5月であった．

　12cm，24cmに該当するシュートは得られなか

った．

　11月11日は長さ3cm，6cmのシュートで鞘葉

数6枚，7枚で花芽は共に花芽原基形成期に至

っていた．12cmのシュートの鞘葉数は，10枚で，

花芽はがく花弁形成期に至っていた．長さ24cm

のシュートは鞘葉数11枚でがく花弁形成期に至

っていた．いずれのシュートも完成期は10〜2

月で，開花期は翌年の4〜5月であった（第1

図）．

　2　BJ6．ノ4脚四碑αs％8f：5月13日の長さ3

cmのシュートは鞘葉数4枚で花芽は分化にいた
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